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１．研究計画の概要 
 製品のライフサイクルにわたる環境影響
を評価する LCA は先進国のみでなく、発展
途上国においても普及されつつある。LCA に
おける最先端の影響評価手法のひとつとい
われる LIME（Life cycle Impact assessment 
Method based on Endpoint modeling）は、
多くの国内企業において活用される日本の
標準的な手法となっている。しかし、日本の
環境条件に沿っているため、その活用が日本
に限定されていた。そこで本研究では、LIME
をベースとしつつアジア各国を対象として
評価することができる手法を構築すること
を目的とする。主な実施内容は以下のとおり
である。 

第一に、①アジア各国における LCIA 用評
価係数を算定することができるソフトウェ
ア(評価係数算定プログラム)を開発する。 
第二に、②評価係数算定モデルに入力する

パラメータを評価対象国ごとに収集する。評
価係数算定モデルを構成する段階ごとに評
価に必要なパラメータを収集する。 
 第三に、上記パラメータを評価係数算定モ
デルに入力して③シミュレーションを実施
し、影響評価係数を算定する。単位量の環境
負荷により発生し得る潜在的環境影響量を
算定結果として出力する。 
 最後に、④ケーススタディを実施する。国
内の主力産業であり、かつ、廃棄後海外に渡
ることが社会問題となっているペットボト
ル、自動車、家電製品を選定し、本研究成果
をこれらの製品の評価に適用する。計算結果
は、全て国内で環境負荷が発生したと想定し
た場合(従来の利用方法)と比較して、その差
異について考察し、本研究成果の意義を検証

する。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに以下の内容について検討を行

った。 
(1) アジア各国における LCIA 用評価係数
を算定するためのプログラム開発 
 日本において開発された LIME に採用さ
れたモデルをアジア各国の LCIA 手法の基調
にすることで、既存の手法を最大限に活かし
た研究開発を行った。ここで開発する手法は、
(i) 運命分析、(ii) 暴露分析、(iii) リスク分析、
(iv) 被害分析で構成される。 

これまでに LIME で評価の対象としてい
る地域規模の影響領域の中で、特に大きな環
境影響が既にアジア各国において発生して
いる領域(都市域大気汚染、有害化学物質、生
態毒性)を対象として評価係数算定プログラ
ムを構築した。 
(2) 評価係数算定プログラム用の各国パラ
メータの収集 
評価係数算定プログラムを構成するステ

ップごとに、関係諸国の社会的背景を反映す
る以下のパラメータを収集した。 
(i) 運命分析：気温や降水量、風速といった
気象データ、国土面積や流域面積などの地形
データ 
(ii) 暴露分析：人口分布や植生分布、絶滅危
惧種数などレセプタの分布状況、および、魚
や牛肉の摂取量、飲料水の消費量、乳製品の
摂取量などの生活様式に関係するデータ 
(iii) リスク分析：暴露量増分に伴う障害発生
確率の変化を関係づけるためのデータ。疫学
研究や臨床研究の結果を収集整理した 
(iv) 被害分析：被害の発生件数の期待値を被



害指標に変換するためのデータ。保険統計学、
環境アセスメントなどのデータを活用した。 
(3) アジア各国の影響評価係数の算定 
都市域大気汚染、酸性化、有害化学物質を

対象としたシミュレーションを行い被害係
数を開発した。具体的には以下の内容につい
て実施した。 
(i) 都市域大気汚染に関する運命分析の予測
手法の開発 
 一次汚染物質(NOx, SO2, PM10, PM2.5)
の SRR(各国又は各グリッドにおける運命分
析結果で排出と大気中濃度の定量的関係)を
算定した。 
 NOx, SO2 は大気中放散後、拡散される間
に二次汚染物質に変質する。排出から変質ま
での運命分析のシミュレーションを行い、
（SRR）のデフォルト値を算定した。ここで
は、アジア域を網羅した広域大気拡散モデル
を活用した。 
(ii) 都市域大気汚染（一次汚染物質、二次汚
染物質）の暴露評価・被害評価・影響評価の
予測手法開発 
 大気汚染（一次汚染物質、二次汚染物質）
に係る健康影響等の最新知見等を収集・整理
し、D-R 関数の更新することで暴露評価・被
害評価・影響評価を実施した。ここで得られ
た結果を運命分析結果と統合することで、被
害係数を算定した。さらに、アジア各国のデ
ータを収集し、これらのデータを適宜開発し
たシミュレーションモデルに適用すること
で、アジア各国の被害係数を算定した。 
 被 害 係 数 は 物 質 (NOx, SO2, PM2.5, 
PM10)ごと、国ごと(日本、韓国、中国など)、
保護対象(人間健康)ごとに算定し、その結果
をリスト化した。 
(iii) 化学物質の運命分析・暴露評価・被害評
価・影響評価の予測手法の開発 
 PRTR 物質を対象にして、アジア各国で環
境負荷の排出があったときに各国で発生す
る被害量を評価するモデルを開発した。ここ
では人間健康と生物多様性をエンドポイン
トとして、化学物質の排出に対する暴露量の
評価を移流・拡散・変質を考慮した上で行い、
暴露に伴って発生する健康と生態系の損失
に対するリスクの変化量を求めた。 

健康影響の評価には損失余命を、生物多様
性に対する影響は生物種の絶滅リスクを被
害指標として採用し、最終的には、環境負荷
物質単位量の変化による被害量の増分を算
定した。この結果を化学物質(PRTR 物質)ご
と、国ごと、保護対象ごと(人間健康、生物多
様性)算定し、その結果をリスト化した。 

この成果を利用することで、インベントリ
(環境負荷物質の排出量を国ごとに分類した
もの)を入手することを条件に、誰でもアジア
各国における環境影響の評価を行うことが
できる環境を整備することができた。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
当初の予定通り、アジア各国を対象とした

ローカル・リージョナルレベルの被害係数を
開発することができた。早期に研究成果を公
開し、各国専門家が活用できるようにする。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの研究成果の利用可能性につい

て確認することを目的に、事例研究を行う。 
特に、アジア各国の輸出量が多く、環境影

響が懸念される電気製品、自動車、ペットボ
トルを対象に事例研究を行う。各国の専門家、
国内各企業と連携してデータの入手を推進
し、影響評価に適用することで評価結果の妥
当性について検証する。 
環境負荷の発生地域が異なること、環境条

件や地理的条件等の違いが環境影響にどの
ような変化をもたらすかについて分析評価
するとともに、得られた成果はプレスリリー
スや学会発表を通じて広く公開し、政策提言
につなげる。 
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